2013年2月4日

2012年度化学工学会SIS部会コストエンジニアリング分科会合宿議事録

1、 日　時

　　　2013年2月1日(金)　13：00～17：30

2、 場　所

　　　泉郷荘（川崎重工/宿泊施設）「有馬」

3、 出席者(順不同、以下敬称略)

斎藤、岡本、大石、原、鹿子島、清水、奈良橋、平井、川端、金谷　以上10名参加

４、内容

報告・議題

① 2012年度活動報告と2013年度活動計画の説明
・2012年4月からの活動

4/17 関西分科会(神鋼EN&M): ｾﾐﾅｰﾃｷｽﾄ配付とｾﾐﾅｰ最終確認(6名参加)

5/1 ｾﾐﾅｰ(最近のｺｽﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞの進歩)用ﾃｷｽﾄ発刊

5/11,5/16 大阪、東京にてｾﾐﾅｰ開催(参加者31+23=54名)

8/3  関東関西合同合宿(川重有馬): ｾﾐﾅｰ総括と秋季大会確認他 (10名参加)

9/20 第44回秋季大会ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ(東北大学): 3件発表

12/10関西分科会(神鋼EN&M): 秋季大会総括と今後の事業計画について(8名参加)
2/1  関東関西合同合宿(川重有馬): 来年度の活動計画について (10名参加)

・2013年度今後の活動計画

9月 第45回秋季大会ｼﾝﾎﾟｼﾞｭｳﾑ(岡山大学)
5月、10月関西分科会、8月関東関西合同合宿、1月関東関西合同会議
2 2012年度会計報告

2013年度への繰越金 5,637円の予定
③ 第45回秋季大会（9月岡山大学）の発表の確認

・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ｢ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化の進展に対応するｺｽﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ｣で受理された。
・発表予定者: 斎藤さん(2件)、岡本さん、大石さん、鹿子島さん、奈良橋さん、

発表未定者: 原さん、川端さん、金谷

　　　　　　　・今後の予定として4月に講演申込、6月に要旨提出
4 第78回年会SIS部会幹事会(3月大阪大学)には斎藤会長と金谷にて出席する。
5 名簿の確認とＨＰ更新

・名簿(新規、抹消、会員区分)について確認した。

・ＨＰについて3月時点で更新(本橋さん担当)する。その後は平井さんが担当。

6 関東分科会の再活動について

· 原さんより再開提案(要旨、概要、ｽﾃｯﾌﾟ)が出され、全員で討議した。
· 以前｢多様化時代に対応する多目的ﾌﾟﾗﾝﾄ｣をﾃｰﾏに多くの企業から参加された。

· 企業からの代表だから、会社に報告する内容が必要である。最近薄れているようだ。

· 関東と関西で活動するにおいて、関東/関西分科会などと分ける意味あるのか？
· 関西分科会のｻﾎﾟｰﾄについては全面的に支援すること一致した。　

· 活動を再開することについて、斎藤会長より、人が集まるのか、体制はどうするのかなど、今月中に方向性を見出したいとの提言あり。それを待って、再検討することにした。

· 詳細討議内容を別添する。

7 今後の事業計画について
· ｢ｺｽﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ」を世に広める方法について

｢ｺｽﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞとは何か｣について多くの人に訴えて、会員を募っていく。手段として、ﾂｲｯﾀｰ、ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ、ﾌﾞﾛｸﾞ、掲示板など色々あるが、検討結果、Twitterでは様々な意見、訳の判らない意見も出るだろうから、発信者の身元がはっきりするFace Bookがいいのではないか。斎藤会長が担当する。
· ｢資格認定制度の設立」について

これも会員集めが目的である。資格の位置づけ、認定資格の評価など、また、仕事に役立つ、内容のあるﾃｷｽﾄ作りが必要であるという意見に対して、斎藤会長よりﾃｷｽﾄは出来ている。しかし、この制度の設立について化学工学会に問い合わせたところ、部会長の承認が先決であると言われ、部会長に打診したが、よい返事はもらえなかった。従い、学会内での設立は厚い壁があり、無理と判断した。よって、このCE分科会での提案は没とする。
8 活動報告と3分間ｽﾋﾟｰﾁ
· ｼｪｰﾙ革命とその採算性およびｺｽﾄについて(鹿子島)

· Energy & Capitalﾚﾎﾟｰﾄより(米国ｴﾈﾙｷﾞｰ関係投資情報誌) (鹿子島)

　　　　　　　・ 経営環境の変化<ｷｰﾜｰﾄﾞ>日本産業界の動向・課題と成長・再生戦略について(原)

· ENN(2013.1.25)より｢日造世界最大のｼｰﾙﾄﾞ掘進機を完成｣(米国ｼｱﾄﾙ向)(清水)

· ｢ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ設備のﾘｽｸ管理」について(大石)

· 下水道事業団/技術報告会報告(奈良橋)

· 今後の事業計画「ｺｽﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞとは何か｣、｢資格認定制度の設立｣一考察(岡本)

以上

